
    

 

株式会社フランクリン・ジャパン 

導入事例 

雷・気象情報提供システム「ライトニングスコーププラス」 

株式会社ジャパンディスプレイ 石川工場 様 

 

 
 

お客様プロフィール 

■所在地 

■発 足 

■U R L 

： 

： 

： 

石川県能美郡川北町字山田先出 26-2 

平成 24 年（2012 年）4 月 事業開始 

http://www.j-display.com/index.html 

 

ジャパンディスプレイは、ソニーモバイルディスプレイ、東

芝モバイルディスプレイ、日立ディスプレイズを統合し、

2012 年に事業開始したディスプレイメーカーです。 

中小型ディスプレイデバイスを、スマートフォン、タブレッ

ト、カーナビ、デジタルカメラ、医療端末向けに設計、開発、

販売しています。 

国内 6 工場、従業員数 約 16,000 人（連結）。 

導入製品・サービス 

■「Lightning Scope」（ライトニングスコープ） 

利用目的 

■設備を守る 

 

ジャパンディスプレイ石川工場 施設管理課課長 安田雅喜様に、Lightning Scope を導入した経緯とその効果

について詳しく聞きました。 

取材日：2014 年 12 月 

ジャパンディスプレイでは、 

自家発電設備の稼働を最小限に抑えるために、 

Lightning Scope の雷情報を活用しています 
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導入事例 

 Lightning Scopeの活用概況 

― ジャパンディスプレイ石川工場では、Lightning Scopeをどの

ように活用していますか？ 

ジャパンディスプレイ石川工場では、2007年8月よりLightning 

Scopeを活用しています。 

活用目的は、「瞬時電圧低下による生産の途絶を、低コストかつ効

率的、効果的に防止すること」です。 

Lightning Scope を使って石川工場周辺の雷状況を把握し、特定

の条件下で自家発電設備を稼働させることにより、瞬時電圧低下の

危険から主要生産工程を保護しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Lightning Scope導入以前の瞬時電圧低下への対策 

― Lightning Scopeを導入する前は、瞬時電圧低下への対策はど

のように行っていたのですか。 

石川工場での、「主要生産工程を瞬時電圧低下から保護するための

対策」は、大きくは下表のように変遷してきました。 

 

 当初は、自家発電設備を24時間フル稼働 

― 一連の施策の変遷について順々に質問します。まず「2007年

度以前は、主要生産工程は主に自家発電で給電していた」との

ことですが、当時の状況について詳しく教えてください。 

根本のところからご説明いたします。 

液晶基板の生産の場合、雷が原因で瞬時電圧低下が起きて生産設備

が誤作動あるいは停止すると、仕掛品の多くが不良品となります。

液晶基板では、化学薬品を精密な比率で用いるなど「繊細な制御」

が必要になるため、瞬時電圧低下の影響は甚大です。 

この損害を防ぐため石川工場では、従来、主要生産工程への給電に

は主に自家発電設備を活用していました。この方式を取れば瞬時電

圧低下が主要生産工程に影響を与えることは原則なくなります。 

しかし2005年頃から燃料価格が高騰を始めたため、自家発電設備

を24時間稼働させる方式は、次第に採算が見合わなくなってきま

した。 
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導入事例 

そこで2007年4月より、「主要生産工程の電力は、平時は通常電

力でまかなう。ただし落雷による瞬時電圧低下が懸念される場合

は、自家発電から給電する」という方式に切り替えることにしたの

です。 

 

 通常電力と自家発電の併用体制に転換 - 雷情報は人的判断で

把握 

― 当時は落雷状況をどうやって把握していたのですか。 

当時は、電力会社や気象情報会社がホームページで無料公開してい

た雷情報を元に、落雷状況を判断していました。 

しかし、これらのサービスは、情報の更新間隔が長く、精密な判断

基準とするには不十分でした。 

その頃は、石川工場周辺の気象状況に精通している担当者が、自分

の経験とカンを元にして、情報の不足分をおぎなっていました。 

ただしその担当者は、24時間、常に雷状況に気をくばっていなけ

ればいけません。休日や夜間でも携帯電話で雷情報を確認し、工場

に給電切替の指示を出さねばなりませんでした。 

このような人的負担が高い状態、また「その担当者でなければ判断

できない」という属人性の高い状態は、どこかで改善しなければい

けないと考えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そんな折りフランクリン・ジャパンのLightning Scopeを使えば、

高精度の雷情報の把握が可能になると知ったので、さっそく問い合

わせました。 

そして説明を聞いたところ、ジャパンディスプレイが雷情報対策シ

ステムに求める要件を良く満たしており、また実績も豊富で価格も

手ごろであることから、導入を決めました。2007年7月のことで

す。 

 

 Lightning Scopeを選んだ理由 

― 最終的にLightning Scopeを選んだ理由を教えてください。 

Lightning Scopeを選んだ理由は次の3点です。 

１． 「リアルタイムの雷情報の把握が可能」 

従来の無料情報では、雷情報の更新間隔が長く、実用性が

不十分でしたが、Lightning Scopeでは、ほぼリアルタイ

ムで雷情報を把握できます。 

２． 「広範囲の情報入手が可能」 

当工場周辺での雷状況を把握する場合、石川、富山、福井の

北陸三県の情報だけでなく、京都北部、滋賀県、岐阜県など

周囲の県の雷情報が必要になります。その意味では、従来の

電力会社（北陸電力）の情報提供は北陸三県を中心としてお

り情報が不十分でした。しかしLightning Scopeを使えば、

電力管轄に縛られることなく、必要な情報をより広範囲に得

ることができます。 

３． 「カスタマイズが可能」 

Lightning Scope は標準機能の他に、こちらの運用方針に合

わせたカスタマイズも可能であるとのことでした。実際、導

入後すぐに、「気象庁発表の気象警報・注意報の表示について、

工場周辺地域に限定せず、北陸三県にわたり広域的に表示す

る」というカスタマイズを依頼しました。 

また東日本大震災後の2011年10月からは、「緊急地震速報」

も受信できるようにしました。 
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導入事例 

 Lightning Scope を活用した自家発電設備の運転開始・停止

の判断 

― 現在、Lightning Scope を活用して、自家発電設備の運転開

始・停止はどのような基準で判断しているかを教えてくださ

い。 

自家発電設備の運転開始・停止の条件、そして Lightning Scope

による各条件の認識方法については、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1：半径100km内で落雷発生 → 自家発電設備を稼働 

 

 

図2：警戒区域内での気象警報・注意報の発表状況を一覧画面で認識 

 

 

図3：警戒区域「石川県（能登、加賀）、福井県嶺北、富山県西部」を指す 

 

 Lightning Scopeへの評価 

― Lightning Scopeを使い続けての評価を教えてください。 

Lightning Scopeを導入した効果は以下の3点です。 

効果1．誰でも的確に判断できるようになった（属人性の低減） 

効果2．冬季雷の予測ができるようになった 

効果3．自家発電コストの低減に繋がった 
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導入事例 

― 効果 1．「誰でも的確に判断できるようになった（属人性の低

減）」とは 

従来は、「当地の気象に精通した熟練担当者が、少ない情報を、自

身の経験とカンで補いながら、自家発電設備を稼働するかしないか

を判断する」という属人的な状況でしたが、Lightning Scope を

使うことにより「十分な情報を元に、ほぼ誰でも的確な判断が下せ

る」という体制に改善できました。 

― 効果2.「冬季雷の予測が可能になった」とは 

北陸地方では冬に雷が鳴ることが多いのですが、冬の雷は夏の雷に

比べ予測が困難です。従来は、それこそ熟練担当者の経験とカンに

頼るほかありませんでした。しかしLightning Scopeを使えば、

雷雲の流れを広範囲に把握することが可能なので、通常の担当者で

も冬季雷の危険を察知することが可能になりました。 

― 効果3．「自家発電コストの低減に繋がった」とは 

担当者が人的判断していた頃は、自家発電設備は、「たぶんこの時

刻に雷が来る」と予測していた時刻の 3 時間前に稼働していまし

た。しかし、Lightning Scope導入後は、自家発電設備の稼働は、

最短で「予測される雷時刻の20分前」にまで短縮することが可能

になりました。 予測精度の向上により、自家発電設備の稼働時間

を大幅に短縮し、燃料コストの削減を実現しました。 

 

 今後の期待 

― Lightning Scopeの導入を検討している工場関係者に向け「先

輩ユーザーとしてのアドバイス」などがあればお聞かせくださ

い。 

ここ石川工場のように、通常電力と自家発電を頻繁に切り替える操

業環境の場合、その切替のタイミングの判断が、自家発電設備の稼

働時間の長短、すなわちコストに直接、影響します。 

弊社と同様の環境にある工場では、雷情報の把握を仕組み化して効

率的な給電体制を実現することにより、コスト低減と安全性の向上

を両立させられる可能性があると考えます。一度、Lightning 

Scopeを検討してみても良いかもしれません。 

 

ジャパンディスプレイ石川工場では、今後とも良い製品を安定的に

生産できるよう、工場の操業体制を引き続き改善していく所存で

す。フランクリン・ジャパンには、当工場の取り組みを、高品質の

雷情報の提供を通じて後方支援いただくことを希望します。引き続

き、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

ジャパンディスプレイ石川工場様、本日はお忙しい中、貴重なお話

をありがとうございました。 

取材制作：株式会社カスタマワイズ 

 

 

 

 

 

 

株式会社フランクリン・ジャパン 

〒252-0212 神奈川県相模原市中央区宮下1-1-12 

 

 製品・サービスについてのお問い合わせは 

042-775-5656 

 製品・サービスの詳しい情報は 

http://www.franklinjapan.jp/ 

 


